
ケアマネジメントに必要な基礎知識及び技術 

居宅サービス計画等の作成 
６日目 ９：３０～１７：００ 

局面 内容 修得目標の確認 時間 ポイント 

講義  
第１節 
居宅サービス計画原
案の作成 
 
 

居宅サービス計画原案作成の
意義と目的 
①居宅サービス計画の意義と
目的について説明できる様に
なる 
②居宅サービス計画等の様式
における記載の目的について
説明できる様になる 
③利用者・家族の意向を踏ま
えた課題の解決に向けた目標
の設定を実施できる様になる 
④居宅サービス計画実施後の
生活の予後を予測できる様に
なる 
⑤居宅サービス計画書に必要
な社会資源（インフォーマル
等）を位置付ける事ができる様
になる 
⑥生活目標に応じた必要なサ
ービスを判断できる 
⑦生活目標 

９：３０～  

 １０：２０ 

情報の整理・分析に基づ
き、ケアプランを模擬的に作
成し、書面に表すことにより
多様な気づきを得る 

休憩 １０：２０～１０：３０ 

演習  
第２節 
居宅サービス計画原
案作成上の留意点 
 
 
 
 

１．利用者・家族の意向を踏
まえた課題の解決 
①利用者及び家族の生活に対
する意向 
②生活全般の解決すべき課題
（ニーズ） 
 長期目標及び期間 
 短期目標及び期間 

１０：３０～  

１２：００ 

居宅サービス計画書は、利
用者のものであり、当事者が
理解できるものでなければ
ならないことに気づく 
 
個人ワーク（２５分） 
グループワーク（５０分） 
発表(１０分) 

昼食・休憩 １２：００～１３：００ 

演習  
第２節 
居宅サービス計画原
案作成上の留意点 

２．生活の変化の予測 
居宅サービス計画書（２） 
サービス内容 

１３：００～ 

１４：３０ 

個人ワーク（２５分） 
グループワーク（５０分） 
発表(１０分) 

休憩 １４：３０～１４：４５ 

演習  
第２節 
居宅サービス計画原
案作成上の留意点 

３．生活の変化の予測 
居宅サービス計画書（２） 
サービス種別、頻度、期間 

４．居宅サービス計画書（３） 
 週間サービス計画表 

１４：４５～ 

１６：００ 

個人ワーク（３０分） 
グループワーク（３０分） 
発表(１０分) 

休憩 １６：００～１６：１０ 

演習  
第２節 
居宅サービス計画原
案作成上の留意点 

５．居宅サービス計画書（１）
総合的な援助の方針 

１６：１０～

１６：３０ 
グループワーク（２０分） 

６．グループ発表 
１６：３０～ 

１６：４０ 
発表（１０分） 

講義 第３節  
居宅サービス計画と
個別サービス計画の
連動の重要性 

 

① 個別サービス計画(個別援
助計画) 

② 連動性の確認 
③ 利用者・家族が合意できる

居宅サービス計画 

１６：４０～ 

１６：５０ 

 

個別サービス計画の連動
性を確認し居宅サービス計
画が効果的に機能するかを
確認 

講義 まとめ ７．講評 ～１７：００  

 


